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「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

１１
月
１８
日
か
ら
２４
日
は
、
全

国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
で
す
。
女

性
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
法
務

局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
が
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

期
間

１１
月
１８
日
b
か
ら
２２

日
f
、
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午

後
７
時
ま
で
。
２３
日
-
・
２４
日

a
、
午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で電

話
番
号
　
０
５
７
０
│

０

７
０
│

８
１
０

問
い
合
わ
せ

岡
山
地
方
法

務
局
（
1
０
８
６
│

２
２
４
│

５

７
６
１
）

犯
罪
被
害
者
週
間

１１
月
２５
日
か
ら
１２
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。
犯
罪

の
被
害
に
遭
っ
た
人
や
そ
の
家

族
は
、
犯
罪
そ
の
も
の
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、

経
済
的
困
窮
や
、
周
囲
の
人
の

無
理
解
に
よ
る
配
慮
の
な
い
対

応
な
ど
、
二
次
的
被
害
に
も
苦

し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た

人
や
そ
の
家
族
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

人
権
・
ま
ち

づ
く
り
課
人
権
啓
発
係
（
1
(2

８
２
５
３
）

野
猪
防
護
柵
に
補
助
金

新
た
に
２
０
０
ｍ
以
上
の
野

猪
防
護
柵
を
設
置
す
る
場
合
に

は
、
資
材
購
入
に
対
し
て
一
部

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
農

林
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

農

林
課
農
林
係
（
1
(2
８
２
７
１
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
額

の
変
更

１０
月
分
以
降
の
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
月
額
が
、
変
更
に
な

り
ま
す
。
こ
の
手
当
は
、
２０
歳

未
満
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
障

が
い
が
あ
る
児
童
を
、
家
庭
で

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得

な
ど
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
。

▼
手
当
月
額

１
級
（
重
度
）

５
万
５
０
円
、
２
級
（
中
度
）

３
万
３
３
３
０
円

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
課
子

育
て
支
援
係（
1
(2
８
２
６
８
）

１１
月
上
旬
に
社
会
保
険

料
控
除
証
明
書
を
送
付

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
必

要
な
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
送
付
さ
れ
る
の
は
、
９

月
３０
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
で
す
。
１０
月

１
日
か
ら
年
末
ま
で
に
今
年
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
人
は
、
来
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
額

を
申
告
す
る
と
、
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
納
め

る
税
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

倉
敷
東
年
金

事
務
所
（
1
０
８
６
│

４
２
３
│

６
１
５
３
）

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

「
東
総
社
地
域
の
遺
跡
か
ら

見
た
歴
史
」
を
学
び
ま
す
。

日
時

１１
月
９
日
g
、
午
後

２
時
か
ら
３
時
３０
分
ま
で
、

場
所

東
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
か
在
勤

の
人
、
ま
た
は
出
身
者

申
込
期
限

１１
月
８
日
f

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

東

公
民
館
（
1
(3
２
９
９
５
、
月

曜
日
は
休
館
）

募
　
集

伝
言
板

催
し
物

相
　
談

く
ら
し

く
ら
し

く
ら
し

郷
土
史
講
座

秦
廃
寺
や
一
丁
ぐ
ろ
古
墳

群
の
野
外
講
座
を
行
い
ま
す
。

日
時

１１
月
１９
日
c
、
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で
。（
少
雨

決
行
）

対
象
・
定
員
　
市
内
に
在
住

か
在
勤
の
人
で
高
校
生
以
上
。

３０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
）

申
込
期
間

１１
月
１
日
f
か

ら
１５
日
f
ま
で

そ
の
他

午
前
９
時
ま
で
に
、

市
図
書
館
南
駐
車
場
に
歩
き
や

す
い
服
装
で
集
合

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

市

図
書
館
（
1
(3
４
４
２
２
）

歴
史
散
策

長
砂
の
石
棺
、
遺
跡
公
園
、

一
倉
遺
跡
な
ど
を
歴
史
散
策
し

ま
す
。

日
時

１１
月
２４
日
a
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

（
少
雨
決
行
）

対
象
・
定
員

市
内
に
在
住

か
在
勤
の
人
。
２０
人

申
込
開
始
日

１１
月
１
日
f

持
参
品

弁
当
、
水
筒
、
帽

子
、
敷
物
な
ど

そ
の
他

動
き
や
す
い
軽
装
、

ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
で
参
加
。
午

前
１０
時
ま
で
に
西
公
民
館
玄
関

前
に
集
合

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

西

公
民
館
（
1
(2
０
４
４
６
）

ふ
る
里
歴
史
講
座

角
力
取
山
古
墳
、作
山
古
墳
、

国
分
寺
、
国
分
尼
寺
、
こ
う
も

り
塚
古
墳
、
江
崎
古
墳
な
ど
歴

史
探
訪
を
行
い
ま
す
。

日
時

１１
月
２８
日
e
、
午
前

８
時
５０
分
に
バ
ス
で
出
発
（
小

雨
決
行
）

定
員

２５
人
（
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
）

そ
の
他

山
歩
き
の
で
き
る

服
装
で
水
筒
を
持
参
。
午
前
８

時
４５
分
ま
で
に
旧
清
音
公
民
館

前
に
集
合

申
込
期
限

１１
月
２６
日
c

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

清

音
公
民
館
（
1
(4
０
１
３
１
）

自
然
観
察
会
「
紅
葉
や
木

の
実
を
観
察
し
よ
う
」

鬼
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
周
辺
で
、
紅
葉
や
木
の
実
を

観
察
し
な
が
ら
自
然
に
親
し
み

ま
す
。
午
前
９
時
３０
分
ま
で
に

鬼
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

集
合日

時

１１
月
９
日
g
、
午
前

９
時
３０
分
か
ら
正
午
ま
で
。
雨

天
の
場
合
は
中
止

定
員

３０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
）

申
込
期
間

１１
月
１
日
f
か

ら
８
日
f
ま
で

持
参
品

水
筒
、
タ
オ
ル
、

歩
き
や
す
い
服
装
で

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

鬼

城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
1

(9
８
５
６
６
、月
曜
日
は
休
み
）

INFORMATION 市役所の休日や夜間の電話 92-8200
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　「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」を統一標語に、秋
の火災予防運動が全国一斉に展開されます。これからの季節
は空気が乾燥し、火を取り扱う機会も増えてきます。火の取
り扱いには十分注意し、お出かけ前や就寝前には、いま一度
火の元の確認をしましょう。また、家の周りに燃えやすい物
を置かないなど、放火対策も万全に行なってください。

　「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」を統一標語に、秋
の火災予防運動が全国一斉に展開されます。これからの季節
は空気が乾燥し、火を取り扱う機会も増えてきます。火の取
り扱いには十分注意し、お出かけ前や就寝前には、いま一度
火の元の確認をしましょう。また、家の周りに燃えやすい物
を置かないなど、放火対策も万全に行なってください。

　問い合わせ　消防本部予防課（1９２－８３４３）

　平成１８年から住宅用火災警報器設置の義務化に伴い、
全国的に住宅火災による死者も減少傾向にありますが、
いまだ１０００人以上が亡くなっていますので、早急な
設置をお願いします。

　平成１８年から住宅用火災警報器設置の義務化に伴い、
全国的に住宅火災による死者も減少傾向にありますが、
いまだ１０００人以上が亡くなっていますので、早急な
設置をお願いします。

住
警
器
マ
ン

　総社市生活交流グループ協議会
が、市内の農産物を使用して作っ
た加工品の詰め合わせ。懐かしい
ふるさとの味をお歳暮やご家庭で。

申込先 総社市生活交流グループ
協議会（1９５－９０１５、本行さん）

焼肉のたれ・豆餅・梅干し・白桃ビン詰め・
鬼の小銭（せんべい）・おちちの里（パン
菓子）・豪渓漬（福神漬）・きび餅・もち麦
はったい粉・朝日米の甘酒（１０品目）

焼肉のたれ・豆餅・梅干し・白桃ビン詰め・
鬼の小銭（せんべい）・おちちの里（パン
菓子）・豪渓漬（福神漬）・きび餅・もち麦
はったい粉・朝日米の甘酒（１０品目）

　学生ボランティアのお兄さん、お姉さんたちといっしょに料理にチャレンジ！
　対象・定員　小学校１年生から４年生まで。３０人（応募多数の場合は抽選）
　参加費　２００円（保険料込）
　申込期間　１１月６日（水）から１３日（水）まで
　申込方法　住所、氏名（ふりがな）、小学校名、学年、連絡先をメールかファクシミリで申し込む

申込先・問い合わせ　「子育て王国そうじゃ」まちづくり実行委員会（1・5９４－５６６５、      aiai2002@mx6.kct.ne.jp）

　申込方法　住所、氏名、年齢、性別、
自宅か携帯の電話番号を、電話かファク
シミリで申し込む
　申込期限　１１月１３日（水）
　その他　全部受講した人には、修了証
書が渡され、地域の子育て応援ボランテ
ィアとして登録・活動できます。

　申込先・問い合わせ　ＮＰＯ法人保育
サポート「あい・あい」（1・ 5９４－５６６５）

◆日時・場所・講師（全３回）　
１１月２７日（水）、10：00～11：30
総社ふれあいセンター、元市教育長の　田交三さん
１１月３０日（土）、10：00～11：30
総社ふれあいセンター、常盤幼稚園  松森玲子園長
１２月 ８ 日（日）、  9：30～11：00
総合福祉センター、高杉こどもクリニック  q杉尚志院長

　地域の子育て、孫育てに興味のある人を
対象に、地域の子育て応援講座を行います。

　協会けんぽ、健保組合、共済
組合に加入している４０歳以上
７５歳未満の家族を対象に、特
定健康診査を行います。
　持参品　健康保険証、特定健
康診査受診券
　その他　特定健康診査の予約
は不要。同日、市が実施してい
るがん検診を希望する場合、２
週間前までに健康づくり課（1
９２－８２５９）へ申し込んでく
ださい

　問い合わせ　協会けんぽ岡山
市部（1０８６－８０３－５７８４）


